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⇔ ソーシャル・マーケティング 
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  システム視角 
（出所：加藤勇夫『マーケティング・アプローチ論』白桃書房、268 ページを修正） 
 








（出所：片山富弘『差異としてのマーケティング』五絃舎、2014 年、19 頁より） 
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 図表 5-3-2 ソリューション・マーケティングの主要な利害関係者 
地域社会集団   消費者 
  ソリューション・マーケティング   
地方自治体   企 業 
（筆者作成） 
 




 範囲・レベル  
ＳＭ1.0 製品レベル 消費者の問題解決の追究＝製品コンセプト 





ＳＭ5.0 地球レベル 地球の問題解決の追究＝エコロジカル・マーケティング 
消費者 
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ＳＭ5.0 地球レベル 地球の問題解決の追究＝エコロジカル ーケティング 
消費者 
企 業 地方自治体 
図表5-3-3　ソリューション・マーケティング（SM）の
範囲・レベル
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あり、3.5ともいえる。
２）ソリューション・マーケティングからのインプリ
ケーション
　今回の事例におけるインプリケーションとして、２点
ある。１つは、移動販売ビジネスの継続性の観点から、
地方自治体への補助金が必要であるということである。
少なくとも、移動販売ビジネスの立ち上げ期には、初期
投資の３分の２程度の補助金が、他の地域活性化支援事
業と同様に必要である。この視点は、買物弱者を抱える
地域での行政のマーケティング、あるいは地方自治体の
マーケティングであるともいえる。２つ目は、企業の視
点として、買物弱者の細やかなニーズを探り、対応でき
るように心がけていくことである。そこに、次の商品取
り扱い内容の変化や新商品ビジネスにつながるネタがあ
ると思われる。
第５節　まとめにかえて
　高齢者の全てが元よりターゲットではない。高齢者が
元気で買い物に出かけることが可能であるとか、或いは
２世代で暮らしている場合には、ご子息の自動車運転に
より、買い物に出向くことができるなどは対象外であ
る。しかし、買物弱者の予備軍であることに代わりはな
い。やがてフードデザートのマーケット規模は広がりを
見せるだろう。その意味では、地域住民起点のソリュー
ション・マーケティングの台頭となる。また、今回の事
例は、小売マーケティングの展開の中で、ソーシャル・
マーケティングの一面と捉えることができる。つまり、
利益追求だけではなく、地域の社会貢献を意識したマー
ケティング展開を行っているのである。そして、地域貢
献を行っていることで、小売業のイメージ向上につなが
るのである。今後は、ソリューション・マーケティング
の事例を増やして、研究の深化を考えていく必要があ
る。
　地域住民起点のソリューションにかかわることは、
「倖せ」の追求作業であるいえる。私は、しあわせと
は、幸せ、つまり、「土」といった固定資産と「￥」の
現預金の組み合わせだけではなく、それに寄り添う
「人」のある「倖せ」が大切であると考えている。今回
の事例は、まさに人が地域に寄り添う「倖せ」追求の一
端を担っているマーケティング活動であるといえよう。
マネジリアル・マーケティングやソーシャル・マーケ
ティングといった区分ではなく、買物弱者の課題解決へ
向けたソリューション・マーケティングなのである。
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以　上
ソリューション・マーケティングの構築に向けて　―買物弱者への事例を通じて―
